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アジア国際歴史家会議（IAHA）とヨーロッパ経済・
経営史学会（EBHA）に参加して
北 政 巳
2010年６月と８月に２つの国際会議に参加・報告した．そこで会議の概要をレポートしておき
たい．
?A シンガポールでのアジア国際歴史家会議（IAHA）報告
１. IAHAの歴史
2010年６月22―25日，シンガポールで第21回アジア歴史家国際会議（International Association
 
of Historians of Asia,IAHA）が開催された．
私は第16回のマレーシア，17回の台湾，18回のバングラデッシュ，19回のフィリピン，20回の
インド・デリーと参加してきた．当初は３年ごとに開かれていたが，最近は２年ごとになってい
る．大会主催国の関係者が委員長となり，東南アジアと北東アジアから各１名の副委員長をえら
ぶが，私も台湾会議の時には副委員長を２年間つとめた．
設立は1960年に東南アジアの歴史家が集まり，西欧史観ではなくアジア人の史観での歴史学研
究の発展を願い発起され，参加者全員がどこかの部門で報告し，またどこかの部門で座長をする
方式で行われてきた．私も通算４度目の報告であった．
大会は６月22日の夕方の会場のリバービュー・ホテルでの受付，次いでシンガポール国立大学
教授で今大会の委員長であるヨンマン・チョング博士の?挨拶?に始まり，設立メンバーでもあ
るシンガポール大學東南アジア研究所のワンガングー博士〔元香港大學学長〕が?発展するアジ
ア，どのように歴史家の役割は変わるだろうか?を50分にわたって基調報告された．ワン博士は
特に1960年代の米ソ対立からの冷戦時代から，ソ連邦の崩壊，共産中国の市場経済メカニズムの
受容を経ての今日の世界までの変革を熱く語られた．会場には26カ国300人の参加者がいた．また
今回の大会は，?東南アジア研究誌?（Journal of Southeast Asian Studies），シンガポール国立
大学アジア研究所，同大学機関紙（NUS Press），同大学歴史学部，ケンブリッジ大學出版社の協
賛を受けて開催された．
２.プログラム
この IAHA会議の特徴は，なるべく多くの報告機会にあり，そのために数多くの分科会を作
り，お互いが座長を務める伝統がある．
先ず大会２日目〔23日〕の午前中の第一部〔８―10時〕に，パネル１?古代アジア?で４報告，
パネル２｛中国人の信条と歴史｝で３報告，パネル３?対立と国家形成，シンガポールとマレー
シア?で４報告，パネル４?イスラムと歴史?で５報告，パネル５?ミャンマー歴史委員会と過
去の国家形成，記憶，遺産，資料館?で５報告，また今会議の特徴は外国人の著名な研究家の２
報告を特別セクション?東南アジア研究への導入?として準備したことである．
午前中の第二部〔10時30分―12時15分〕のパネル６?古代東南アジア?で２報告，パネル７?20
世紀中国における知識人思想?で３報告，パネル８?インドネシア，民族主義と戦争と革命?で
４報告，パネル９で?イスラムと東南アジア?で２報告，パネル10?誰が統治者か，近代・現代
初期日本における統治機構の思想と対立?で４報告，パネル特別枠?知識の生産?で４報告が行
われた．
昼食後の午後１時から３時の午後の第一部でパネル11?東南アジアにおける脱植民地主義化と
対立?で４報告，パネル12?東南アジアにおける宗教的信仰?で３報告，パネル13?シンガポー
ルとマレーシアの歴史の新理解 １?で５報告，パネル14?限界的な局面，日本の中世研究の再
??で４報告，パネル15?東インドにおけるオランダ人?で４報告，特別報告２?伝統医薬，西
洋医薬と中世医薬マーケットの登場?で４報告があった．
そして午後の第二部の３時30分から５時30分までをパネル16?東南アジアにおける脱植民地主
義と比較?で４報告，パネル17?東南アジア，国境と障壁?，パネル18?シンガポールとマレーシ
アの歴史の新理解 ２?で５報告，パネル19?中国史の旧い文献と新しい展開?で４報告，パネ
ル20?植民地時代における正義，秩序と政体?で４報告，特別報告３?東南・南アジアにける女
性と医学的多元的共存?で５報告があった．以上で２日目は終わったが，大体各セッション平?
20人くらいの参加者で15分報告，討議５分で進められていた．
続いて第３日目（24日）の午前８時から10時の午前第一部が始まった．まずパネル21?近代初
期の東南アジア?で４報告，パネル22?文学，歴史と同一性?で４報告，パネル23?日本と東南
アジア，17世紀から1945年まで?で４報告，パネル24?インドネシア，20世紀の建国?で４報告，
パネル25?南アジア，1858―1918年?で６報告，特別報告３?シンポジウム，オランダ東インド
会社のインドネシアでの医学教育１?で２報告があった．続いて午前第二部でのパネル26?マレー
シアにおける中国人の同一性と諸団体?で４報告，パネル27?知識の欠乏［文盲］問題?で４報
告，パネル28?日本と東南アジア，占領統治時代?で３報告，パネル29?近代初期のインドネシ
アにおけるネットワークと結合性?で４報告，パネル30?歴史文書?で２報告，特別報告５?シ
ンポジウム，オランダ東インドのインドネシアでの医学教育２?で２報告があった．昼食後の３
―５時の午後の第一部でパネル31?近代初期の南・東南アジアにおける貿易?で４報告，パネル
32?歴史人口学と同一性?で５報告，パネル33?日本と東南アジアの現代?で３報告，パネル34?タ
イ社会史?で４報告，パネル35?1947年以降の南アジア?，特別報告６?南・東南アジアに見る植
民地，生きる工場人として，過去の経験から現代へ?で４報告があった．さらに休憩後，午後３
―５時半に午後の第二部が開かれた．パネル36?日本の条約港?で４人，パネル37?遺跡?で４
Vol.XL,No.1･2･3･4季刊 創 価 経 済 論 集
報告，パネル38?歴史に見る東南アジア外交関係?で４報告，パネル39?離散共同体?で５報告，
パネル40?東南アジアにおける性問題?で４報告，特別報告７?アジアにおける地球化と健康問
題，過去と現在の客観性?で５報告があった．
なお私自身は４日目（25日）は出席しなかったが，プログラムでは午前８―10時の第一部のパ
ネル41?建築，空間と歴史?で３報告，パネル42?貨幣とアジアの歴史?で４報告，パネル43?戦
争，平和と戦争犯罪，東南アジアと日本，1945―54年?で３報告，パネル44?フィリピンの地方
史?で４報告，特別報告８?伝統医学と科学的医学，国民医学と地球医学?で３報告があった．
休憩後の午前第２部10時30分―12時15分で，パネル45?植民地時代の東南アジア中央部での探
検，国境，衝突?で４報告，パネル46?文化地図の形成，共同体社会と歴史?，パネル47?特別セッ
ション 21世紀の出版?，パネル48?部族と民族の狭間，インドネシアでの日本とオランダとの付
き合い?で３報告，パネル49?東南アジアでの性問題?で３報告があった．
昼食後の午後１時から３時の午後第一部のパネル50?インドネシア群島，20世紀の統治?で４
報告，パネル51?18世紀のアジアでの砂糖，生産，貿易，消費文化?で４報告，パネル52?近代
中国の社会様式の変化，1900―1950年代?では５報告，パネル53?フィリピンにける暴動，反乱，
抵抗運動?では５報告，パネル54?アジアにおけるヨーロッパ人?で５報告，パネル55?日本帝
国と韓国科学?では４報告があった．さらに午後３時半から５時の午後の第二部のパネル56?東
アジアにおける宗教?で４報告，パネル57?東南アジアにける国境交渉と多様性?で５報告，パ
ネル58?第２次世界大戦と，その記憶?で３報告，パネル59?近代初期の東アジア，国際取引，
過去と現在?で４報告，パネル60?南アジア，経済・文化的関連性?で４報告，パネル61?南・
東南アジアにおける環境史?で４報告があった．なをパネル57で．本学経済学部准教授の杉本一
郎氏がマラヤ大学のハミッド教授と共同報告?第２次世界大戦前の北ボルネオにおける日本の経
済活動?を報告された．また日本人の参加者は全体で30名ほどだった．
３.私のセッション概要
パネル36では，最初に?条約港開港と日本の近代化，1858―1898年?のテーマで，サイモン・
バイスウェイ（日本大学），次いで，?明治初期の技術カレッジにおける教育原理と学校デザイン?
のテーマでイズミダ・ヒデオ（豊橋工業短大），３番目が私の?第８代エルギン伯爵の見たアジ
ア，中国・日本?で，そのあとが?彼は日本女性と結婚した，横浜港における日本人と非日本人
との国際結婚?のテーマでチェスター・ポロシャム（文化女子大学）であった．
この会議の特徴として，各自のテーマを主催委員会が整理してパネルを推薦する方式なので，
２番目の報告は少し場違いであったが，私自身の研究成果も吸収して報告されてスコットランド
人御雇い外国人のブラントンやダイアーが取り上げられたのには驚いた．しかし，私が報告する
時に利用させていただいた．同じく第一報告も開港当時の日本の浮世絵紹介や長崎のスコットラ
ンド人商人グラバーがパワーポイントで紹介されたこともあり，私は前報告も利用でき，自分の
報告を時間内でまとめることができた．
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私の報告については，参加者は多くはなかったが，質疑はかなり熱心にされたと思う．
私の報告が条約港のパネルに入ったため，私の期待したアジアの各地からの質問はなく，極め
て幕末明治の日本に限定的な質問に集中したのは少し残念であった．
この国際会議中．本学の交流大学の南洋理工大学のリム・チョンヤー教授研究室を訪問，ユー
ストン・カー学部長，元シンガポール中国大使のMQウォン氏にも再会，さらにシンガポール在
の創価同窓の方にも再会し懇説する機会があった．学術研究での報告も楽しいが，海外での卒業
生との再会も，楽しい思い出となった．
?B ヨーロッパ経済・経営史学会会議報告
１.はじめに
2010年８月26―28日，英国スコットランドのグラスゴウ大学経営史センタ （ーCentre for Busi-
ness History in Scotland）を事務局に，ヨーロッパ経済・経営史学会（EBHA,）が開催され，
大会報告のためグラスゴウを再訪した．
思えば30歳の時に，初めての海外留学に1975年４月に創価大学から派遣されグラスゴウ大学経
済史講座（ジュニア・リサーチ・フェロー）に留学１年，また1979年９月から英国政府給費生で
２度目の留学（シニア・リサーチ・フェロー）の１年を含めて20数回，訪問できた．特に1994年
６月15日に創価大学創立者でもある池田大作先生が同大学から名誉学位を受けられる式典に参加
できたことが最大の思い出であり，同大学の経済史講座・資料室が私自身のスコットランド研究
の育ての地である．残念ながら指導教授のS.G.チェックランド教授は亡くなったが，教えていた
だいたA.L.スレーブン教授や J.F.マンロー教授は未だ健在で再会は嬉しいものであった．
また35年前の留学時に面倒見ていただき，さらに両大学の学術教育協定が結ばれてから往来す
る本学教員・学生を世話していただてきたスコットランドSGIのリチャード，アケミ・ポーチャ
ス御夫妻達との再会も懐かしかった．
２.プログラム
先ず８月26日には午後１時半から５時半が?登録?，２時から５時までが理事会，５時半から７
時半がグラスゴウ大学の誇る美術館のハンテリアン芸術画廊でレセプション，８時から理事会の
夕食会であった．
翌８月27日の朝９時から９時30分の間，ビュート・ホールで開会式があり，グラスゴウ大学学
長・副総長のA.マスカテリ教授，ヨーロッパ経営史学会会長のA.カレラス教授，スコットラン
ド経営史研究センター所長のグラスゴウ大学R.ストークス教授から挨拶があり，９時30分から11
時，まず第１セッションが７会場で開かれた．
まず１A?20世紀中葉の英国の市民科学と企業?では３報告，?英国食料製造企業と国家設置の
食料品科学研究機関，1918―1939年?（サリー・ホロックス）?公営と民営，科学研究と企業，英
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国医学研究センターと英国医薬企業諸会社，1920年代から1950年代?（V.カーク），?1945年以後の
砂糖の新産業用途研究における国家，大学とビジネス協同?（S.クラーク）があり，１B?国際経
済における，カルテル，ビジネスと国家?では３報告?裏切り者か愛国者か，弱者に力を与える
源泉としての輸出カルテル?（N.ジャンセン―エリクセン），?1930年代のノルウェー木材カルテル
と諸政府?（E.クオレラテイ），?諸企業，知識，貿易とカルテル，1886―1914年の初期アルミ工業
における国際ネットワークの形成?（M.ベルトロレンジ）であった．また１C?ヨーロッパ統合に
おける諸会社，貿易連合と政治?では３報告，?通商連合とヨーロッパ統合?（M.モーガンートル
セル&N.ローリングス），?ロビー活動を越えて，どのようにして諸会社やそれらの代表の連携が
制度的環境を再組織化を実行したか?（M.キッピング），?ヨーロッパ交渉過程における諸会社，
通商連合と政治?（M.ミューラー）があり，１D?マーガリン，ビジネスと政治，1900―1940年?
で５報告があり，?1900年代初期におけるモンステッド社とユルゲンス社との合併交渉の挫折?
（K.ペダーセン＆J.ストランダスコフ），?牛乳製造業者のスケープゴード，国際的視野から観たス
ウェーデンのマーガリン政策?（B.A.ベルグ），?経済国民主義との遭遇，1912―1935年間のリー
バース・ベン・ベルグとユルゲンのノルウェーでの発展?（P.Tサンドビック＆E.ストールリ），
?鉄砲とマーガリン，何故ナチスはマーガリンを嫌がったか，しかしオランダのマーガリン・トラ
ストに攻撃できなかったか?（B.ワッブス）があった．１E?国際主義と競争性?では５報告があ
り，?1870―1990年代フランスの国際競争への対処，また勝利する方法の歴史，ガン対処医薬会社
のナベルビン社とタクスオテール社?（M.レロウ），?歴史的背景から観る企業の国際化と工業関
係，スウェーデン国際企業と工業関係の内的関連性?（G.ベルグストン＆A.ダルキビスト），?第
２次世界大戦前の国際化の事例，ラテン・アメリカにおけるバイヤース社の市場戦略?（T.クラ
マー）があった．１F?ビジネスと公共政策?では４報告があり，?競合するエネルギー，1945年
以降のスコットランド高地地方における水力と風力エネルギーの発展?（D.ロス＆A.マン
ロー），?アフリカにおけるビジネス，援助プログラムさらに組織機構間の連携，ヨーロッパ系と
中国系の事例の比較研究?（S.ベリゴリ＆J-C.デフレーヌ），?ヨーロッパの貨物輸送，ヨーロッパ
車輌道路ネットワークとヨーロッパ輸送政策1950―2000年?（R.バーレンクランプ）があった．１
G?企業の埋没?では４報告があり，?企業とビジネスを超えた環境社会間の理論的・経験的関係?
（I.ヌルン＆T.ユングカインド），?企業と福祉，19―20世紀イタリアの企業都市?（V.バリニ），
?マルモ・ディスコント，1803―1817年，銀行業の挫折?（T.カルランダー）があった．
30分のコーヒーブレイクの後，午前11時30分から午後１時の間に第２セッションが７会場で行
われた．２A?有用な知識情報への接近?では４報告，?地球的規模のビジネスと地方知識，単一
生産物の機械化と地球化，19―20世紀?（K.ブルーランド），?有用な知識の制度化，対外貿易ジェ
トロと日本の奇跡の開始，1945―1960年の精密機械工業の事例?（P-Y.ドンゼ），?19世紀の過渡
期にける地域知識情報の探求，生産企業の初期局面?（O.ウィッケン），２B?技術，協業と競争?
では５報告があり，?国境を越える企業協業1900―1940年，技術移転と工業発展：地球的名人口絹
工業からの事例?（V.セレターノ），?技術能力の発展，1960年代から18970年代における技術移転
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と韓国の合成繊維カーボン?（S.カン），?公・私企業の革命的技術をもつビジネスの生成，
1945―1951年のエッケルト―マウティ会社のデザインと公・私企業顧客用の電子計算機の制作?
（L.ハイデ），?技術移転の代理業，19世紀後半の仲介者と外国企業特許使用?（D.プレタル）があっ
た．２C?慈善家精神と企業者活動?では５報告があり，?企業家的慈善家と世界，アンドリュ ・ー
カーネギーの代表的役割と基準役?（C.ハーベイ，J.ゴードン＆M.マクリィーン），?ビジネスに
観るアイルランド女性，ビジネス・ウーマン，慈善家もしくは社会的企業家かだろうか?（T.モイ
ラン），?経済から慈善へ，19世紀ミランでの後退したビジネス組織?(M.ポテンガー)，?19世紀
の，美術品収集家で慈善家だったユダヤ人銀行家とビジネスマン?（H.スチッジ）があった．２D
?印刷におけるビジネス?では４報告があり，?情報コスト削減のための工業を超えた協業，明治
日本における紡績業者と彼らの工業情報誌，1880年代―1890年代?（E.チョイ），?技術，労働と記
入新聞の勃興，ダゲンス工業，1975―1995年?（J.シルベルスタインーロエブ）があり，２E?国
際化の挑戦?では４報告?経営の失墜，ジュート麻経営者の戦略?（J.トムリンソン＆C.モレイ
リ），?政治的不安定と債券市場の対応，1951年の英国―イラン石油国有化?（S.トムズ，Nアブデ
ラヒム＆J.マルトビイ），?商標保護と英国ビジネスの地球化?（T.S.ロペス＆M.カッソン）があ
り，２F?経営，競争性そして関連性?では４報告があり，?非ヨーロッパ伝統から競争の日本モ
デルへの変化，国際競争の中における近代製紙業?（T.クロサワ＆T.ハシノ），?科学的経営の地
方化，1938―1943年における南イタリーでのアルファ・ロメオ社?（A.マントアン），?構造，戦
略，思想，1987―1993年の地方TYP貯蓄銀行の事例?（M.ステンローズ）があった．２G?国際
的視野におけるビジネス操作?で３報告があり，?1925年，メキシコにおける新生デュポン社，ど
のようにネットワークはゲームに作用したか?（L.ロンバルディ），?ロスチャイルド社の
1830―1940年の非鉄金属国際市場での戦略，どのようにして独占を?案し実行できたのか?（M.ロ
ペスーモレル＆J.M.オーキィーン），?ヨーロッパにおける国際木材市場取引，1870―1939年の組
織能力とビジネス戦略?（L.セゲット）があった．
午後１時から２時45分まで昼食と２時から２時45分は会員総会があった．そして午後２時45分
から４時45分まで第３セッションがあり７会場で行われた．３A?企業者活動，統計学と大学問題?
では５報告があり，?政府近代化へのジョバンニ・モンテマルティネの思想と行動?（M.L.ドウテ
イリア），?ファッシズム下におけるイタリアの国民会計の文化と南部問題の発生?（S.ミジアー
ニ），?ビジネスにおける予見，アメリカにおける経済焦点化の興隆?（W.A.フライドマン），?銀
行諸原理，1920年代の銀行における競争と信用ブーム?（T.ロウテリ），?統計学の福音と予言，W.
E.デニングの思想とPraxis?（J-G.プロボースト）があった．３B?16―20世紀における経営史
と性，ヨーロッパ経済・経営史学会の歴史研究における性課題?では，少し形態を変えて基調報
告?指導者に従って，現実課題への異なる外観?（M.イイガー）と追加報告が３本あり，?仕事の
規律，前近代イタリーにおける女性と子供?（A.カラコウシ），?商人資本主義時代のビジネスと物
質文化，女性からの視点?（D.ブラミ），?場面の背景に，19世紀のビジネスにおける女性?（S.リ
チニ）があった．３C?円卓会議，資源の枯渇と経営の革新，非営利，公共組織がどのように変化
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するだろうか?では，５人の研究者から各自の研究問題からの課題へのアプローチを吐露して討
議するかたちで行われた．３D?経営，労働関係と組織変化?で６報告があり，?アメリカの経営
理論がどのようにしてドイツ避難の合法化を助けたか，エリック・ポツオフと知識の国境を越え
ての移転?（J.フエア），?1970年代の英国作業場での雇用者関与と経営?（J.フィリップ），?1861
年から1920年の吸収合併の偶発性，なぜ企業は合併したり，しなかったりするのか?（T.ジョッ
ブ），?地方政治家としての経営者と仕事場へのインパクト，1870年から1939年?（J.グリィーンレ
ス），?オランダ現代企業における合法性追求への戦い，1861―1996年?（H.ヴァン・ドリエル＆B.
コイネ）があった．３E?経営と外交?では６報告があり，?1920―1935年のポーランド上流階級
へのドイツ工業政策?（A.レッケンドレス＆I.ブラッセ），?市場研究者としての国家，1926―1939
年のイギリス帝国市場委員会と総郵便局?（S.シュワルツコフ），?第一次世界大戦中の経営と外
交，1914―1918年のスカンジナビア経営指導者と彼らの英国，フランス，アメリカとの通商交渉?
（S.アンダーソン），?組織発展，第２次世界大戦中の経営合理性，ネットワーキングとFlick企業
の影響地域への拡大?（R.アーレンズ），?英帝国と土地所有，政治と英アルミニ会社?（A.ペル
チャード）があった．３F?配達サービス?では５報告があり，?民間会社から公共事業へ，
1898―1940年における経済変革期におけるパリ地下鉄?（P.デザブレ），?公共と民間の緊張，1930
年代から1960年代へのフィンランド企業タウンにける福祉事業とインフラストラクチュアの民間
から官への移行?（S.フェルマン），?境界線から支配勢力へ，1945―1980年におけるドイツの塵介
処理問題?（R.コスタ），?サッチャー以前の公共事業への民間関与，1945―1980年代の英国内塵処
理問題?（S.サムブルック），?1950―1981年のスウェーデンのサービス事業?（G.ソブロム）があっ
た．３G?ビジネス，政治，経済発展?では５報告があり，?1950―1980年のイタリア経済発展の
事例，IRI社，株式会社から代理店制度へ?（F.アマトリ＆D.フェルシニ），?なぜ或る工業地域が
他地域よりも成功するのか．東京の多摩工業地域の事例?（X.ジァン），?危機状況における自助，
1931―1939年のスコットランド・ナショナル・ディベロップメント・カウンシル?（A.マッケン
ジー），?歴史的視野におけるビジネス・グループ，ウルキジョ・グループとスペイン経済発展，
1918―1982年?（N.プイグ＆E.トレス），?戦中間における英国における技術革新，競争性?（A.ス
パダベチア＆J.カントウェル）の報告があった．その後４時45分から５時15分までがコーヒー・
ブレイク，さらにビュート・ホールで５時15分から６時45分で全員出席での論述会が行われた．
続いて大学から市内中心にあるグラスゴウ市議会に移動して午後７時30分からレセプションが行
われた．
大会３日目の８月28日は午前９―11時，第４セッションが７会場で行われた．先ず４A?音楽ビ
ジネス?では５報告があり，?ビジネスのファッション化，1950―1980年の英国におけるファッショ
ン産業と大衆音楽企業の関連?（R.クーピイ）?記録産業における変革，1970年代のドイツ連邦の
音楽祭業?(C.ミュウラー)，?小売業革命，1950―1980年の英国における音楽配布と小売業?（K.
テナント），?波をおこして，バーゲンボルゲンと音楽のブランド化?（S.テノルド），?ビジネスの
推進?（S.ファース＆M.クーンナン）があった．４B?ビジネスと政治活動?では５報告があり，
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?領事館のビジネス，領事館スタッフとビジネス?(F.デ・ゴイ)，?政府への圧迫，ワイマール時
代におけるオランダ・ビジネスのオランダ・ドイツ経済政策への影響?(J.ユーイ)，?民主主義の
防御，ウィア伯爵と1930年代の英国再武装の組織?（N.マンロー），?どのようにして苦境を脱する
か，ドイツにおけるオランダのビジネス勢力の防御へのオランダ政府の努力?（M.ラク），?銀行
業と政治の十字路?（M.ドリスタス）があった．４C?ビジネスとファッション?で５報告があり
?ルネッサンスとイタリア製，フアッション・ビジネスの不可解な財産としての歴史?（C.ベルファ
ンディ），?衣類メーカーにおける通商組織における戦略と構造，1970―2000年のデンマークとス
ウェーデンの比較?（C.グラバック＆K.ジャンセン），?いつアパレル・メーカーが登場したか，
デンマーク通商組織，衣服産業連合，1955―1960年のデンマーク・ファッション産業の推進?(B.
パダーソン)，?ある産業の例証，国際的創造性イメージ創造の成功，イタリア・ファッションと
映画?（F.ポレッセ＆M.ニコリ），?プッチ，あるファッション・ブランドの協同的イノべーショ
ン?（E.マリオ＆M.ペルジニ）があった．４D?ヨーロッパ多国籍自動車企業と1970年代の危機?
では６報告があり?1973―1981年間の経済危機とヨーロッパ統合期間にけるヨーロッパ自動車産
業?(S.M.R.ペレス)，?1970年代のブリティッシュ・レイランドの没落への代替的なインパクト，
工業政策，日本からの投資と英国供給者の役割?（T.パルディ），?旧ファッションの伝統克服への
機会，1970年代のフォルクスワーゲン社とプジョー社の1970年代の経済危機での社会政策?（U.エ
ンゲレン），?1970年代（1968―1981年）の社会・経済・環境危機に対峙したフランス自動車産業?
(J.-F.グレヴェント)，?フランスとスペインの抗争，1970年代のファッサールノーの戦略?（TF.
デ・セビラ），?多国籍自動車工業，技術移転と東西関係，1960，70年代のソ連邦へのフィアット
社の投資，政治からビジネスへ?（V.ファバ）があった．４E?エモーション，20世紀の大衆消費
社会の経営史への新しいアプローチ?では５報告があり，?野生的精神，西ドイツ諸銀行における
市場調査の開始?（F.スタラー），?問題提起，20世紀初期のドイツでの宣伝活動?(A.シュミッ
ト)，?愛―金―結婚，1960年代から1980年代の西ドイツにおける結婚カップルの消費行動?（M.
マッテス），?資本誘引の利用，20世紀の企業通信におけるイメージ，また語部としての家族?（S.
ヒルガー），?トラスト，地域と技術革新，1949―90年間の東西ドイツにおけるビジネスと大学?
（M.シュラーマン）があった．４F?歴史的背景におけるビジネスと商人ネットワーク，公式アプ
ローチに向けて?で４報告があり，?補足的なネットワーク?（G.モレッティ），?中世・初期近代
時代におけるカスティーユ諸都市の国主間のネットワーク?（D.カルバーユ），?複雑な制度として
のビジネス・ネットワーク，中世後期・近代初期における地中海通商ネットワークの矛盾的役割?
（F.-J.モルク），?通信記録と指揮官，帝国末期のオットーマン帝国のビジネス・ネットワークを読
む?（A.マタラチ）があった．４G?父権主義，新しい父親主義と後期―父権主義，19世紀中葉か
ら現在?で６報告があり，?20世紀ドイツ貯蓄銀行における企業文化の変化と社会的責任?(R.ベ
レデスキーコックス)，?なぜフランスでは父権主義が挫折したのだろうか?(H.ボーニン)，?新し
い父権主義と古い処方箋，1900―1970年におけるコソナリィのC&T社における個人的経営?(A.
コルタット)，?父権主義から社会的志向の企業，ニコルスカヤ工場ののS.モロソフの息子と新生
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ロシア?(I.ポルトカナ)，?ヘンリー・フォードの父権主義への新しいアプローチ?(B.シュポト
フ)，?安定的な企業者精神，19世紀ドイツの自由企業・父権主義?(P.トーメズ）があった．
11時からコーヒー・ブレイクがあり，そのあと11時30分から午後１時まで第５セッションが７
会場で行われた．５A?1870―1992年の英国絹の製造における企業，大学，専門職?で３報告があ
り，?理論と実践の展開，1900―1902年の英国における技術教育への組織的対応?（R.エドワー
ズ），?歴史的機械道具，技術，訓練の理解?（K.スタウベルマン），?企業の必要性への対応，英国
の諸大学1870―1914年?（J.テイラー）があった．５B?ビジネスと企業のあいまいな境界?で６
報告があり，?ビジネスを超える協業と組織?（J.ダンカース＆B.ボウエン），?経済と経済学との
境界線?（J.O.ヘッセ＆R.コスタ），?経済活動家と経済学者としてのE.シュマーレンバッハ?（L.
A.ハーン），?経済秩序と初期局面，1850―2000年のデンマーク資本主義を通しての歴史的ビジネ
ス・トリップ?（M.J.イバルセン），?企業の限界とは，1910―1940年の英国政府とエアロ・エンジ
ン工業?（J.ホワイトフィールド）があった．５C?企業責任?では３報告があり，?責任，所有と
構造，貧困と1945年以降の英国での水と電気の供給?（M.チック），?慈善と社会責任間のコミニュ
ケーション，1950―1980年のドイツの企業と保管人の関係?（D.ギルゲン），?20世紀オランダ企業
の企業社会的責任CSR?(K.スリターマン）があった．
５Dの?ビジネス―教育関係?で４報告があり，?東西ドイツにおける高等教育と工業諸関係と
技術移転の諸問題?（C.ハストン），?言えない真実，歴史的背景から観た大学ビジネス・モデル?
（C.ポカリエ），?技術，慈善，教育，カール・ボン・ライデの科学・技術発展分野への関与?（M.
ポール），?企業内の科学，ドイツ化学工業と学術分野における研究と発展部局の関連性?（M.シュ
ナイダー）があった．５E?英国と韓国の造船業史?では３報告があり，?滑𥡴な嘲笑例，船舶保
有者のジェームズ・R・ネイピアの挫折?（M.ベラミー），?韓国造船業にみる発展の基盤?（L.C.
ブルーノ＆S.テノルド），?英国造船業者の経営活動事例?（H.マーフィ）があった．５F?ビジネ
ス組織の代替的形態?で５報告，?1968―78年の英国国民GIRO銀行ビジネス，社会的幸福感と自
己欺瞞?（M.ビリングス＆A.ブース），?英国協働卸売り団体，1863―1990年，協業的ビジネス・
モデルへの挑戦?（J.ウィルソン，T.ウェブスター＆R.ボルベルグ・ルーフ），?協働的なものが
会社であったのか，スペインにおける経営法と会社法?（S.マルティネスーロドリゲス＆T.W.ギ
ナンス），?サムスン社，独創的かつ競争的な社会モデル?（R-R.パク）があった．５G?金融サー
ビスの形成?で４報告があり，?非営利銀行における企業者精神と利潤追求，英国とスペインの貯
蓄銀行?(J.C.マキシエーアルテ)，?神と危険，20世紀初頭のオランダ田園地方における銀行業へ
の献身の役割?（C.コルビン），?非利潤目的の利潤，𨻶間の銀行業のビジネス・モデル?（A.シュ
ナイダー），?市場の革新・活性化のための金融監督制度の適用，1907―1991年間のスゥエーデン
銀行調査委員会?（M.ウェンズエラグ）があった．
午後１―２時30分が昼食，２時30分から第６セッションが７会場で行われた．６A?会社経営に
おける銀行の役割変化?で４報告があり，?戦後スウェーデン銀行業における体制変化と新構造?
（H.ショウゲン)，?金融危機，1920年代のドイツ４銀行の挫折，その背景研究?（P.H.ハンセ
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ン），?1957―2007年のオランダ銀行分野における危険と利潤の多様性のインパクト?（G.ウェス
ト，A.デヨング＆P.ガジザデック），?プレストン・ウッド後期時代の市場と経営，制御への銀行
業?（C.コブラック）があった．６B?技術革新，企業，産業経営?で４報告があり，?技術上の機
会の窓，技術発展ブームは会社の規模と技術革新性の関係に影響を当たるかどうか?(H.デグ
ナー)，?ビジネスR&D，依存と革新，1981年以降現在までフィンランドとスウェーデンの生産性
プログラムの拡大?（N.マッケンジー），?技術変革とビジネス・モデル，スペイン・ガラシア市の
市電，1901―2968年?（A.マルチネス・ロペス＆J.ミラスーアラオウジョ），?技師の時代のビジネ
スと政治，第２次世界大戦頃のデンマークの技術とパワーのネットワーク?（J.ルンド）があっ
た．６C?利潤のためではなく?で４報告があり，?慈善行為への勘定，イタリアの非利潤分野で
の勘定行為の発展?（R.セラ），?未来の交易，利潤をあげるための非利潤組織，シカゴの事例?（A.
エンゲル），?イタリアでの第２次世界大戦後のエンジニアリング部門の工業政策での非利潤目的?
（F.ファウリ），?第２次世界大戦後のフランス・ファッション産業を形成した２つの非―利潤組
織?（T.マリエット）があった．６D?会社を超えた企業者活動?で４報告があり，私の前に?会
社を超えるビジネスは本当に会社を超えるかどうか，ポウル・シルバベルグ?，次いで私自身の報
告?A.R.ブラウンと明治日本での企業者活動?，さらに私の後に?マハズ 政治的利害と慈善―非
利潤分野?(W.サルトール)，?ビジネス企業者，アレックス・ブラスク・トムセンとデンマーク
当局，1957―1967年?があった．
さらに６E?企業自治と文脈?では４報告があり?1825―1870年の英国公債市場の株式の性格と
デノミ?（G.アチェソン＆J.D.ターナー），?スペインでの1966―2000年の雇用者の有限責任保証の
プロバイダーとしての仲介者の活動?（J.ガルシアールイス＆L.ガルアナ），?商法と会社規則の
間，1850―1914年の近代ポルトガルの所有と制御?(P.ネベス＆J.ルイス)，?企業者としての中央
銀行?（J.シングルトン）があった．
その後，６F?小売業，合法と非合法?で３報告があり，６G?絵画と物語り?で５報告があっ
た．さらに休憩後の午後４時30分から午後６時からの第７セッションが５会場で行われた．７A
?ビジネスにおける政治と政治におけるビジネス?で４報告があり，７B?家族企業?で４報告，
７C?企業者の経歴?で４報告があり，７D?政治，計画，産業構造?で４報告，７E?慈善家と
企業者精神Ⅱ?で３報告があった．
午後７時から10時にコンファレンス・ディナーあり，表彰，次期開催地のギリシア・アテネの
大会責任者からのアドレスがあった．その後真夜中までパーテイは続いた．
３.大会印象記
ヨーロッパ経済・経営史学会は1993年にグラスゴウ大學のスレーブン教授，マンロー教授を中
心に発起された．彼らをグラスゴウ大學に採用した経済史講座のS・G・チェックランド教授が経
営史に関心が高く，また彼らの先輩のP・L・ペイン教授（アバディーン大學に移動）がいたから
である．また大英帝国の栄華を誇った19世紀の後半のヴィクトリア盛期の時代，イギリスは?世
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界の工場?と呼ばれ，スコットランドは?イギリスの心臓?賞賛された，事実，グラスゴウは?機
械の都?，?鉄道の都?，?造船の都?として栄えた．それらの企業がドイツ，フランス，アメリカ，
ロシア，日本の工業化に急追を受けて衰退・破産した時，企業資料をグラスゴウ大學に寄贈した
ことである．またリバプール大學やロンドン大學と連携を取り，英国の中での経営・企業史研究
のメッカとなった．
ちょうど1990年代ソ連邦の崩壊と共に，旧東・中ヨーロッパを含む北東ヨーロッパで各国の企
業の国際化の中で経営史研究が発展した．ちょうどヨーロッパ共同体の拡大時期と符合する．ま
た元来，南のイングランドはローマ文化の流れであったのに対して，北のスコットランドはケル
ト文化・大陸法の伝統を継承して中世から現在に至るまで，北海をはさむ友好関係は南のイング
ランドよりも強かった時期もあるし，現代でもそれは言える．
レセプションが1888年に建築された見事なグラスゴウ市議会で開催されたが，多く北東ヨー
ロッパからの参加者であった．日本からは一橋大学の菊川教授をはじめ10名近くが参加されてい
た．
私にとっては母校のグラスゴウ大學で，スレーブン教授，マンロー教授の他，とりあげたグラ
スゴウ市在のA・R・ブラウンの末裔のご家族，またグラスゴウから車で１時間くらいのファイフ
在で1858年に日英通商条約を締結した英国代表の第８代エルギン伯爵の末裔のチャールズ・ブ
ルース伯爵もご参加いただいた．翌日にはマンロー教授と共にファイフに赴き，第11代エルギン
伯爵夫妻にもご挨拶する機会を得た．さらに６年前から駐日英国大使からの推薦でスコットラン
ドの海外文化使節グローバル・フレンズ・オブ・スコットランド代表になっており，グラスゴウ
市内のスコットランド行政府を表敬訪問しシニア・アドバイザーのルース・スティール女史とも
懇談でき，幾重にも実りのあるグラスゴウ訪問であった．特に16年前の1994年６月の創価大学創
立者の池田先生のご訪問と名誉学位式典の模様が瞼によみがえる感動を得たのは大きかった．ス
コットランド研究の集大成を目指したい．
（両報告は，平成22年度科研費基盤研究?一般の?第８代エルギン伯爵日英条約とスコットランド
人の日本でのディアスポラ研究?の一環である）
March 2011 北 政巳：アジア国際歴史家会議（IAHA）とヨーロッパ経済・
経営史学会（EBHA）に参加して
